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は
じ
め
に

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
を
主
と
す
る
気
候
変
動
が
二
酸
化
炭
素
︵
CO2
︶

を
主
と
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
に
由
来
す
る
こ
と
が
、
科
学
面
か
ら
明
ら

か
に
な
り
、
そ
の
阻
止
あ
る
い
は
防
止
が
世
界
的
な
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
大
気
中
の
CO2
を
固
定
し
て
生
産
さ
れ

る
再
生
可
能
資
源
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
が
世
界
的
に
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
々
の
生
活
や
社
会
が
持
続

的
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、
自
然
環
境
に
由
来
す
る
持
続
可
能
資
源
、

環
境
や
経
済
に
関
す
る
社
会
の
共
通
認
識
、
さ
ら
に
持
続
可
能
な
経
済

等
が
不
可
欠
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
概
念
も
、
世
界
的
に
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
再
生
可
能
資
源
で
あ
る
木
材
を
主
と
し
た
生

物
資
源
に
依
存
す
る
社
会
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
移
行
し
て
、
地
球
環

境
を
守
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
概
念
を
国
民
が
共
有

す
る
こ
と
こ
そ
が
、
地
球
環
境
を
守
る
こ
と
に
繋
が
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
木
材
を
地
球
環
境
の
た
め
に
活
用
す

る
に
は
、
森
林
を
育
て
る
こ
と
、
さ
ら
に
我
々
が
木
材
を
使
え
る
よ
う

に
加
工
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
そ
の
た
め
の
林
業
と
木
材
産
業
の
役

割
は
重
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
木
材
利
用
と
地
球
環
境
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

資
料
や
刊
行
物
が
現
存
し
ま
す
が
、
大
人
か
ら
中
学
生
程
度
ま
で
の
国
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民
に
理
解
で
き
る
よ
う
な
、
分

か
り
易
い
教
科
書
的
な
刊
行
物

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の

連
載
で
は
、
木
材
利
用
す
な
わ

ち
木
材
を
使
う
こ
と
よ
っ
て
地

球
環
境
を
守
る
意
義
と
そ
の
概

要
を
、
科
学
的
に
か
つ
分
か
り

易
く
紹
介
す
る
こ
と
を
主
眼
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
幅
広
い
年

齢
層
の
方
々
に
ご
理
解
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
連
載
は
、
大
日

本
山
林
会
と
、
木
材
関
連
の
業
界
団
体
・
学
術
団
体
等
の
二
七
団
体
が

参
加
し
て
い
る
木
材
サ
ミ
ッ
ト
連
絡
会
が
協
力
し
て
企
画
す
る
も
の
で

す
が
、
各
章
の
内
容
を
一
回
あ
る
い
は
二
回
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
造
詣

が
深
い
専
門
の
方
々
に
執
筆
を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
本
誌

に
掲
載
し
た
各
章
の
内
容
は
、
大
日
本
山
林
会
と
木
材
サ
ミ
ッ
ト
連
絡

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
カ
ラ
ー
版
で
掲
載
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
連
載
が
終
了
し
た
後
に
は
、
電
子
版
図
書
と
し
て
取
り

ま
と
め
る
予
定
で
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

企
画
内
容
と
各
章
の
内
容

　

企
画
は
、
以
下
の
七
章
で
構
成
す
る
予
定
で
す
が
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
各
章
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

㈠　

気
候
変
動
に
つ
い
て

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
は
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
CO2
排
出

が
最
大
の
原
因
で
あ
る
こ
と
、
木
材
を
利
用
す
る
こ
と
は
CO2
固
定
量
の

増
加
や
、
CO2
排
出
量
の
減
少
に
つ
な
が
る
こ
と
等
を
紹
介
し
ま
す
。

　

温
室
効
果
、
地
球
温
暖
化
、
予
測
さ
れ
る
温
暖
化
の
影
響
等
を
解
説

し
、
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
の
安
定
化
に
向
け
た
世
界
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
炭
素
固
定
量
の
評
価
方
法
、
リ
オ
・
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
国
際
連
合
会
議
、
京
都
議
定
書
、
ダ
ー
バ
ン
会
議
、
パ
リ
協
定
等

を
紹
介
し
ま
す
。

　

木
材
利
用
に
よ
り
CO2
排
出
量
を
削
減
す
る
方
法
と
し
て
、
現
在
使
用

し
て
い
る
化
石
燃
料
の
削
減
、
木
材
に
よ
る
材
料
の
代
替
に
よ
る
削
減
、

ま
た
炭
素
固
定
量
に
関
し
て
は
炭
素
サ
イ
ク
ル
、
森
林
が
炭
素
を
固
定

す
る
こ
と
、
森
林
を
守
る
た
め
の
木
材
利
用
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
解

説
し
ま
す
。

㈡　

日
本
の
森
林

　

我
が
国
の
森
林
は
成
長
を
続
け
、
蓄
積
量
は
増
加
し
て
お
り
、
年
間

伐
採
の
増
加
へ
の
潜
在
性
も
あ
る
の
で
、
持
続
性
の
あ
る
森
林
管
理
の

も
と
で
の
木
材
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
の
森
林
の
現
状
に
つ
い
て
、
森
林
面
積
、
森
林
の
成
長
、
森

図 1　持続的発展を達成するための概念
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林
の
種
類
、
樹
種
、
森
林
所
有
者
、
森
林
の
機
能
等
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。
ま
た
、
人
工
林
の
状
況
、
林
業
の
現
状
、
森
林
の
生
命
力
、
持

続
性
の
あ
る
森
林
管
理
、
自
然
保
護
に
つ
い
て
解
説
し
、
日
本
の
森
林

の
持
続
性
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
森
林
の
持
続
性
を
担
保
す
る
方
法
と
し
て
、
森
林
法
、
造

林
補
助
事
業
、
認
証
制
度
、
違
法
伐
採
木
材
の
取
り
締
ま
り
等
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

㈢　

環
境
へ
の
優
し
さ
で
見
る
木
材
利
用

　

生
活
に
必
要
な
製
品
が
地
球
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
評
価
す
る
に
は
、

そ
の
製
品
の
原
材
料
調
達
か
ら
生
産
、
輸
送
等
の
各
段
階
、
な
ら
び
に

使
用
段
階
、
住
宅
等
に
つ
い
て
は
維
持
管
理
や
リ
フ
ォ
ー
ム
・
廃
棄
ま

で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
渡
っ
て
消
費
さ
れ
る
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
由
来
す
る
環
境
負
荷
量
で
評
価
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
電
力
な
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
と
、
通
常
CO2
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
伴

い
ま
す
が
、
同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
環
境
負
荷
量
が
異
な
る
の
で
、
そ

れ
ら
を
総
合
的
に
評
価
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
評
価

方
法
に
つ
い
て
、
環
境
へ
の
優
し
さ
を
定
量
評
価
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、

現
在
ま
で
に
開
発
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
︵
Ｃ
Ｆ

Ｐ
︶、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
︵
Ｌ
Ｃ
Ａ
︶、
様
々
な
環
境
影

響
負
荷
量
の
統
合
化
と
そ
れ
を
用
い
た
フ
ル
コ
ス
ト
評
価
︵
Ｆ
Ｃ
Ａ
︶、

環
境
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
︵
Ｅ
Ｆ
Ｐ
︶
等
を
解
説
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
評
価
方
法
に
よ
っ
て
、
木
材
や
木
質
材
料
の
環
境
へ
の
優

し
さ
を
、
国
産
丸
太
、
木
材
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
や
Ｊ
Ｉ
Ｓ
製
品
を
例
に
し

て
紹
介
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
評
価
を
応
用
し
た
事
例
と
し
て

戸
建
住
宅
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
等
の
建
物
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鉄
骨
の
建

物
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
都
会
の
こ
れ
か
ら
の
木
造
化
に
必
要
な
耐

火
構
造
の
か
べ
、
耐
火
部
材
等
の
環
境
影
響
評
価
等
に
つ
い
て
も
紹
介

し
ま
す
。

㈣　

循
環
型
資
源
と
し
て
の
木
材
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用

　

木
材
は
再
生
可
能
資
源
で
あ
り
循
環
型
資
源
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
カ

ス
ケ
ー
ド
利
用
の
流
れ
の
中
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
木
材
と
木
質

材
料
の
生
命
は
長
く
、
か
つ
再
利
用
や
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
で
す
。

　

木
材
と
木
質
材
料
に
つ
い
て
は
、
炭
素
循
環
の
面
か
ら
廃
棄
さ
れ
る

も
の
は
少
な
い
こ
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
利
用
の
促
進
や
再
利
用
の
必
要
性
、

一
般
に
は
廃
材
と
呼
ば
れ
て
い
る
木
材
に
も
価
値
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら

に
こ
れ
ら
の
材
料
を
資
源
循
環
す
る
た
め
の
要
件
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。
ま
た
、
カ
ス
ケ
ー
ド
型
利
用
の
現
状
に
つ
い
て
紹
介
し
て
、
こ
れ

を
達
成
す
る
た
め
の
条
件
や
再
利
用
を
先
導
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
等
も

紹
介
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
木
材
を
主
と
す
る
再
生
可
能
な
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
化
石
資

源
を
代
替
で
き
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

も
見
直
さ
れ
、
大
量
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
持

続
的
な
資
源
循
環
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
順
守
す
べ
き
留
意
点
が
あ

る
こ
と
を
解
説
し
ま
す
。
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㈤　

木
材
利
用
の
利
点

　

木
材
の
持
つ
構
造
美
、
自
然
美
、
加
工
の
容
易
性
、
高
い
断
熱
性
、

健
康
へ
の
貢
献
、
安
全
・
軽
量
、
強
い
強
度
、
高
耐
久
性
等
の
特
徴
を

生
か
し
た
利
用
例
等
を
紹
介
し
ま
す
。

　

木
材
で
建
築
物
を
作
る
際
に
は
、
柔
軟
な
設
計
性
を
重
視
し
て
、
耐

火
性
能
、
防
音
性
、
耐
久
性
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、

外
壁
、
窓
枠
等
へ
木
材
を
利
用
す
る
住
宅
技
術
や
古
い
建
築
物
の
修

復.

技
術
等
も
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
木
材
と
共
に
住
む
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
改
築
が
で
き

る
こ
と
や
、
心
地
よ
い
こ
と
等
が
あ
り
ま
す
が
、
室
内
の
パ
ネ
リ
ン
グ
、

シ
ー
リ
ン
グ
・
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
家
具
等
が
健
康
生
活
に
関
係
す
る
こ

と
等
や
、
庭
や
庭
園
等
に
使
用
さ
れ
て
い
る
外
構
材
の
性
質
、
化
学
処

理
木
材
等
の
特
徴
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

㈥　

木
材
産
業
の
現
状
と
概
要

　

木
材
産
業
は
、
木
材
利
用
の
促
進
を
中
心
的
に
進
め
て
い
ま
す
が
、

そ
の
意
義
と
特
徴
、
位
置
づ
け
、
経
済
面
の
原
動
力
、
多
様
性
、
企
業

の
規
模
等
を
解
説
し
、
分
野
別
の
従
業
者
構
成
、
生
産
額
等
の
現
状
を

家
具
産
業
や
木
造
住
宅
分
野
等
と
関
連
付
け
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

製
材
、
木
質
材
料
パ
ネ
ル
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
ー
ド
ウ
ッ
ド
、
パ
レ
ッ
ト
、

包
装
材
料
等
の
木
材
製
品
の
生
産
状
況
や
生
産
量
と
、
各
分
野
の
新
規

技
術
の
開
発
状
況
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

　

木
材
利
用
の
促
進
の
た
め
に
施
行
さ
れ
た
政
策
の
経
緯
、
二
〇
二
〇

年
東
京
五
輪
に
向
け
た
動
向
等
と
、
木
材
利
用
促
進
の
た
め
の
産
官
学

が
連
携
し
た
情
報
交
換
や
研
究
開
発
の
実
施
状
況
、
研
究
機
関
に
お
け

る
新
た
な
研
究
開
発
の
状
況
等
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

㈦　

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
道

　

こ
の
章
は
、
一
～
六
章
ま
で
の
内
容
を
基
に
し
て
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
可
能
な
限
り
削
減
す
る

た
め
の
木
材
利
用
に
よ
る
取
り
組
み
と
、
達
成
の
可
能
性
、
そ
の
た
め

の
要
件
、
世
界
の
動
向
等
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
生
物
資
源
を
基
盤
と
す
る
持
続
可
能
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
、

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
、
情
報
の
循
環
・
共
有
等
の
面
か
ら
解
説
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
持
続
可
能
社
会
の
達
成
に
向
け
た
我
が
国
と
世
界
の
動
向

と
、
達
成
の
見
通
し
に
つ
い
て
解
説
す
る
予
定
で
す
。

お
わ
り
に

　

本
企
画
は
、
来
月
号
か
ら
、
合
計
一
三
回
に
わ
た
り
連
載
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
適
切
な
木
材
利
用
が
地
球
環
境
保
全
に
大
き
く
貢
献

す
る
こ
と
が
、
多
く
の
皆
様
に
ご
理
解
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
同
時
に
、

こ
の
シ
リ
ー
ズ
が
、
林
業
と
木
材
産
業
の
接
点
と
な
る
こ
と
を
期
待
す

る
次
第
で
す
。
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